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昭　和　42　年　度　業務報告

ま　え　が　き

昭和4　2年度は､資本自由化や開発途上国の退上げ72ど大きな問題の論叢の

中にも､日本経済は一段と発展して参bました.彦根地区バルブ=業界も､昭

和4　2年度の生産額が8　8鯨という大きな進展を示しました｡

かくのe:とく､日本の=業と経済は世界有数の発展を示しているものの､を

か､先進国におくれている点は農業と中ノト企業だといわれています｡今までの

経緯から過多過少性がなお存在し､低生産性からの脱却を困難にしてきました｡

しかし､最近の求人韓と人件蛍の高騰から､とくに中小企蕪にかいて経営を

らぴに生産の合裡化による経営基盤の確立が急務と在ってきています.これら

の点から､中小企業庁ならびに県中小企業総合指導室からも,協業化､共同化

あるVlは合併による構造改善とV,うことが施策として強く打出されています｡

これらに対して.企業の独立心.体質､機構.経営方針モどの点から色々の

問題点が多vlことと考えられゼナが､時代に即応した中′j､企業のあb方として

充分換討の上､体質改善を計ることが望せれます｡

当所の昭和4　2年度の事業としては､県中小企業稔合指導垂の発足と　と　もに

全室の管轄下に入b､縫宮と技術の両面からの縁台指導を努施することになb

巡樹技術指導を実施し､講習会､研究会活動を強化して参bま　した｡別館2階

に､計測室､金属材料研究室などの増兵を行ない､また､分析試験の迅速化の

ためのクーロメトリ　-やその他の機器を設置しま　した｡

県下の機械金属=某は夜か発展の途上にあ9､さらに助長するため当所の体

制整備に努力したVlと存じます｡関係各位の御指導と御べん達をお願い致しま

す｡

ここに.昭和42年度の業務をまとめて報告致しますC

立　花　総　一　郎
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ノ′ 凛ﾉ�X,ﾈ�9|ﾘﾇhｧﾈ,H,(*(,B�lr中島バルブ工業KK ���

2.24 僮Yw�覈�云�4ｨ6�t��y(h,ﾉFｩ�侏H宿,�,&�,B�KK牧村製作所 �ﾘ鳧ｵｨ蹌�

3.5-6 侈Ih����,�,(*(,B�千代田産業l{K �-(ﾉ伊��

3.13 �))58,ﾉv陝�_ｹd�,�,(*(,B��)&)))58,ﾉ�ｹd�,�,(*(,B�KKイズさ製作所 �ﾘﾞ扱ｨ蹌�

313 綿�)&)))59�ｲﾘ986�8ｸ,ﾈｨH.ｨ,���+x.傀謁ﾘ,�,"��*(,B�〟 �����
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事3.13i �))�(ﾋｸ�ｨ轌;��KK前川鋳造所 �ﾘﾞ扱ｨ蹌�

〟 �))59))Z�,ﾈﾝ齏�+(ﾛ�,�,(*(,B�I lKKイズミ製作所 ���

3.21 �))�(ﾞﾈｼhｵｨ��轌;��′′ ���
-.. �(i�ﾈ7�ﾈﾈｬxｷ"�辻技師 河崎技師 

〟 匹ﾒﾘ8ｸ5h887H6y��&h馼ﾌﾈ,�,(*(,B�

'女Lエ 鳩�485�7��ｸﾞﾈ��

〟 �4ﾈ+8*ｨ7Iv陝�,�*�*�.��ﾘ���8ｻX,ﾈ�,ﾉ�h,��.僵ｹ.�,�,(*(,B�

立花所長 
3.22 �))Z維ｹGｨﾘx,hﾚﾉ�ｹd�,�,%bﾈ,B�宮部鉄工KK 

KK跡目鋳造所 �ﾘﾞ扱ｨ蹌�
3.25 �))�(ﾔ��ｨﾅ�9+(ﾛ��

3ー25 疲�))58,ﾉ�ｹ�)d�,�,(*(,B�ﾂ�彦彦鋳エKK I 凛x扎�+r�

3.28 i 杷8ﾝ�,ﾈ6X5�6x78�ｸ5�,ﾈﾆ��8*ｨｺﾙ7�,亶�-ｨ+r��帽ｻ�,�,(*(,B�松尾ノ,',レブコ葉KK 俚):�ｵｨ蹣^"�

2-2　巡回技術指導

大韓,湖南地区の巡回技術指導

1.指　導　員

大阪府立工業奨励飴　嘱　託　　安

技術士

機械金属工業指導所　指導係長

技　師

〝

〟

竹　坊　森　辻　斉

負

富　　　佐　　　久 茂　永　郎　勇　男　介

2.指導期間

昭和4　3. 2. 10-2. 24

3.指導工場名

滋賀県境械金属事業協同組合員

(l〕東洋精米株式会社(大津市富士見台1,548)

(2)トキワ将器株式会社(草津市野村町208)

(3)三光構蜜=業株式会社(大津市西の庄17番19号)
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滋賀県自動車部分品工業協同組合

(lJ　川　製　作　所　(野洲郡野洲町大字竹生2,0　2　3 )

(2)　辻川　製　作　所　(野洲郡中主町6粂356)

(3)　有限会社　酒井工業所(野洲郡守山町大字播膳EBl 1 8)

(4)　三忠=業株式会社(栗太郡粟東町大字高野)

彦根地区の巡回技術指導

I.　指　導　員

大阪府立工業奨励館　嘱　託　　安　富　　　　茂

〝　　　　　　技術士　　竹　村　安　永

〝　　　　　　技術士　　中　村　　　　亘

県立樺蛾金属工業指導所5-I;　　　立　花　給一郎

〟　　　　指導係長　　　　坊鹿農　佐太郎

〝　　　　技　　術　　　　森　　　　　　勇

2.　指導期間

昭和4 1年1 1月15日～1 1月22日

3.指導工場名

(1)　広煎バルブ工業株式会社

彦根安清町乙1 8　2

(2)　中嶋バルブ工業株式会社

彦根市芹川町1,2 1 2番地

(3)大洋産業株式会社

彦根市芹川町5　2　8番地

(4)　株式会社　イズミ製作所

彦根市上新屋敷町13番地

(5)　鉄　大　鉄　工　所

彦根市柳町38番地
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2-3　　技術講習会

月日 鳴��盈｢�講師 伜����ﾈ蹴�

427.24 仁一- 儘�/hｬyyﾒ�関西大学教授 吉村常雄 シyポI菜KK 斉藤政商 �32�

433.7 俾�:陋ｸ,ﾈｮ��)&ﾘ��大阪府IfX警舘茂 鼎"�

〟 ��I&ﾉ�xﾎH,ﾈﾔ萎ﾈｴ�､"�大阪機工KK 其野寺連 番士通KK 上辻健三 鼎��

3,1■5 俾�:陋ｸ,ﾉ�ﾘﾇb�泉産業KK 北口時太郎 鼎R�

3.21 俾�:陋ｸ,ﾈ+ﾘ-�,ﾉoｸ�8ｿ8�2�大隈鉄工KK 藤原由朗. 鹿志和福太郎 鼎2�

2-1　　調　　　　査

究蛋新調査 冖ﾈﾌ8夊�2�立花所長i 

ノ満足装置調査 仍�78�8爾�吉野技師 

〟 ��Xﾞ8�2�吉野.上田技師 

奈につV,て ��Xﾞ8�2�辻技画 

場実態調査 �+yVﾈ�2�森技.柿 

〟 俘(ﾈ�*ﾂ�坊畢係長 

械調査 �ﾙ>��2�坊鼻係長 辻技師 

資金貸付I場調査 侈x岑ｦY&�#����全員 
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2-5　　　見　学　会

2.19 �� 岡山県山市伊福 

2.29 兌ｨﾌ侈y��ｹ*ﾉ�ｲ�

共 

3.26 亶ｸﾞ育9�ﾈｭｸ�)*ﾂ�

ー12-

査M　長　師三∵了.... ':''. =..I.i,1.=‥,

3　研　究　業　務

3-1　銅合金中の亜鉛のキレ-ト滴定法

上　　田　　成　　男

1.概　　説

今まで銅合金の亜鉛の分析は重量法で行っておb､それに苅する凍過及乾燥､秤量と非常に手

数と時間がかゝ旦絹巨率が悪かつたので､これをなるべく迅速に行う方法の一つとしてキレート法

を試みたo

亜鉛に対するキレート指示薬は非常に鋭敏をものが､出来ておb叉I PH7-I 0の広い範囲

に亘る滴定が可純なものである0

2.冥鹸方法

上記の方法で､ 75:るべく迅速にする為に改めて試料秤量せず電解の残液から出来る方法を検討

した｡

先ずSample lYをフラスコに秤量LffNO3r l十1 )で以って低温にて先ずメクス～酸を

分離し次に残液を電解して純銅を得その残液で亜鉛'Jjキレート滴定を行ったo

この方法で先ず問題となることは,妨宵元素を如何にしっんべいするかと言うことにあ9､銅合

金は主成分がCu　9 0-6 0%の範規にあbこれはとてもいんべい出来をV,ので上記の方法に

依b電解することにしたoその外に僅かのNi. Pb. Feが含まれてかbNiはKCNで十分錯塩

qz:する事が出来るCNはアルカリ性溶液にて多くの金属と非常に安定を水溶性鉛塩をつくるため

EDTAをもちいるキレ-ト滴定法に於いて広く用LJlられるいんべい剤である.

錯塩生成は次の反応によるものでnは金属Mの配位数になる｡

M(n　+nCN- M(Ch.)nm~n

l　二:i{lI:_-I:i-- ‥二二二二:_-:- i_i-二三三~三二二_:I:_::_二三三~

のTKZ nの金属イオンを選択的に滴定する事が出来るo

亜鉛も同じ様にシアン錯塩の反応が速やかに行われるがノア/錯塩d)うち､ Zn2+. cd2+紘

ホルマリy又は抱水クロラールによって次の反応がおこわ

4H十十cd(CN)三-　+ 4HCEI0----:一一一->4HO･Cfi2 ∫ CN　十Cd之十

y7ン錯塩が分解LZn2十, cd之+が適韓匪するしかし錯塩成生定数の高いCo之十. Niま十

cu2十. A色2+. pt之十の錯塩は分解されたレ､｡それに依っでF記の3つのグルー71を分離す

ることTrく分別滴定出来る.

I)　Co. Ni. Cu. Hg CN錯塩上bhんペh盲れる

21　C d. Z n CN銘塩が出来るが分解可能

(ホルマり/.他僧-/kJPロラー′レl
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3)Mg. Ca. L a. P b. In CN発塩を作らをVlもの

3.試　　薬

0.0 IM EDTA　　額準鞍

R T (エr)オクロムフ'5ックT)指示薬

緩衝液　　凍アンモニア水及lMNHヰCD溶練

20%　KCN　溶液

4/Di　ホルマリン帝接

4.操　　作

電解された液については硝酸酸性とたっているたわ､ 1 5 ccの碑N ti4OH水音もちいてア

ルカ臓溶液とした｡ K〔･NIO cc ( Sanple中のCu+2. Ni2+, zn2十を十分在籍塩にする量

C uの場合はシアン籍塩生成によr'て青色が消えるからKCN,D深加の畳を知る串が出来る)を

入れる｡それを250ccメスフラスコに入れその50ccを額少正確に100ccメスアップし,こ

れにRT指示薬3滴加えると赤に怒るのでこれを0.0 1 1MEDTAにて青に戻し､ 4%ホルマ

リン6 cc入れると赤にそる､これを1/100EDTAにて滴走した｡終点は赤→育

0.01MFEDTAITTe-0.6538mg Zn

荏; RT指示薬添加した暗C uが多く残って'Jlる場合又不純物が多い時赤く在らず青になったこ

の場合十分を錯塩に覆っておらずKCN( 20%)更に追加したo

湿式に依る重量分析とキレート席定法に依る分析値を比較した緯臭は下記の通りであ9セナ

銅合金中の亜鉛の分析値の比叡衷ー} - -'~-叩T.~妄=宕蒜諒T盲表蒜高遠7-%TrlTy嘉蒜

束量分析値

t891十霊三十m;2:.:-:

参考文献

キレート滴定法

トークイトニュースレター
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上　野　景　平

3-2　光波干渉法によるブロックゲージの寸法測建

斉　　田　　雄　　介

I.まえがき

光波干渉を用へ光の波長を基準にして長さを測定する方法には古くから主としてブロックグ

ー-)の測定に使われてきた合致按と戦後､電子技術の進歩とともに発達した干渉じま計数法V)2

種類がある｡別売基準､読取b､計算時間の点では､大部分のブロックゲ-ジ干渉計が採用して

Lnる合致法より､急速に開発された計数法のほうが能動勺であるとされているo計数法では環理

上､ブロックゲージを測定端子ではさむ方法が使われるが､端子とゲージ面の横地均を薮触の部

分にはいろいろた誤差の原因が含まれることが予想されるQ

合致法は原理上､静的鯛瞳であるたわに測定値が安定し､又､定義どお如つ長音が直接測れ

るので精度の高いナロックゲージ干渉計には主として合致法が使われているQ

今臥工業技術覧吉i畳研究所において光V)波長を基準にして､合致法によbブロックゲージの

寸法測定を試みたので､その測定技術の概要を報告するo

-15-

第2-1回

合致法の原理



育

第2-1回にかhて､ Cはコl)メータで､その左方に単一波長の光源がおかれているものとす

るo

Cからの平行光線QIt半透膜面Sで2つに分けられるoそのうち1つは参照面Mで垂直に反射等

れ､他の1つはブロックゲ-タの1つの測定面及び他の測定面に密着したベースプレート面で垂

直に反射される.これらの反射光は再び面Sで合一するが､尭壮電磁波であるから分離し､再合

成するまでのそれぞれの北路の適いに上って､互に強め合ったb弱め合ったbするo

再合成するまでの光路が等しい場合は､同位相で遍在b合うので互に強め倉レヽ　明るくなる｡

このような条件は2つの光路の差が波長の整数倍のときIJCも得られる｡これに反し､光路差が

波長の整数倍に波長の2分の1-%加えた長さであるときには､互に弱め合って暗くそる｡

従って参照面Mを光軸に対してわずかに懐けるとき比､望遠鏡Tの視野には凶の右方に示すよ

うをしまがあらわれるo中央の長方形の部分のし寸は､参照面とゲージの上面(測定面)とめ苧

渉じiその周囲のしまは参照面とベースプレート面との干渉じまであるG　一

今､ flを参照面Mの半透膜Sによる保とし､その上点Pl及びP2をと9､それらの各点から
∫            ∫

光軸に平行を線を引き､ゲージ面､ベースプレート面と交わる点を図のようにPl　故びP2

とするo

又､ P2を通るベートプレート面と平行夜面との交点をP3とする｡今､ Pl'及びP2′　の

'ところに暗い干渉じまが出束たとすれば､干渉の原理から

p,'p. - ÷rNl+i)

p;p之= ÷rN2+喜一

(2-1)

となる｡但し　は波長､ Nl. N2は整数である｡

ブロックゲージの寸法Lは

L-Pl′pl十PIP3 +P2P呈　　　　〔2-2)

である｡右方の望遠鏡の裾野の図から

l b 1

pIP3=盲l言　=首E

であるから

(2-3)

L古書(Nl十N2十1･e)-書川+∈)  ,2-4)

である｡

この式で整数Nの値はわからないが､端数E性干渉じまから測定出来る｡

-I.i　-

( N+E )を一般に干渉次数と呼んでV'1る○

ブロックゲージの呼び寸法をL oとすれば

L0 -i(No+eo)　　　　　　(2-5)

とかける｡ここでNoは整数でE oは小数､ 1がわかっているからいずれも計算で求めること

が出来る｡

(2-4)と(2-5)からブロックゲージV)寸法誤差は

△L-L-Lo-十((N-NoH (-Eo))  '2-6)

と在る｡ (e-Eo)比実測値から算出でき､又､ △Lは一般に′卜さLhから(N-No)も′ト

さい数であるo

そこでCをいくつかの波長について測定し､ r e-eo )を計算し､各波長について(N-沌)

に0. ±1.士2 -.･･を代入していくつかの△Lを算出すれば､その中に各波鼻に共通を1つ

の値がでてくるはずである.それが正しい△Lの値である｡

以上が合致法の原理である0

2-2　　計　　数　　淡

窮2-2回にその原理を示すo

Ln日田

第2-2医l　計数法の原理

第2-1園のブロックゲージのかわbに平面反射鏡を光軸に垂直におく､この反射鏡は移動台

の上に固,Etfされ､又､移劫台には図のように測定端子がつhていて､干渉計の末捧LJrL･薗定された

もう1つの軌走端子との間に測建物をはさめるエうにたっている｡又､干渉した光はレンズで集

められ､光電素子にエb電気信号に変えられるo

反射鏡M2を移劫する時は､干渉の慮理から干渉光の明るさ払　2分の1波長の移助を周期と

した周期変化をするo従って､壊初に測走端子の問にブ●ロックゲージをはさんでおき､その位置
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からブロックゲージをはずして両測定端子が接触するまでの間にかこる干渉光の明るさの周期的

変化の数を電子管カウンタで数え､その数を2分の1波長の･1-葺さに乗ずれば､ブロックゲージの

長さをもとめることが出渡る｡ブロックゲージの長7;はそれと同材質､同一裏面状態のベース7

レートを1つの測淘面に密着したときの､他の測定面からベースプレートーLEl-に下した垂線の長さ

で定義されているので､合致法では大略この定義にしたがった長音が測廷出来るが､計数法では

これと異覆った長さが測軽されるD

特に端子による横城的擦鰍には､測定精度に掴係するいろいろな問題が含まれるo

従って､最高精度の測定には主として合致法が使われる｡

3.干渉計装置

製品化されている軽々の干渉計はそれぞれの特産があb ､棉造機栂が多少の遵いがあるが､こ

こではNRLM一津上ブロックゲージ干渉計装置を約3-1回に示すo

7､

t･-･ムスプ.)プクー.分光プリズム　　　　　TJ
叫ノtr

コソヂソ

レソズ
ー~--~､ヽ

巳志望卦＼光
3官

光学柁　細赦月

i-一一--

｢.局_絹巨㌦･. r!･.. :. ･

回転台　　に｢〓

ペース言･r;｢頂ム｡

許1-月源

第3-1回　干渉言1嚢澄

4.測　　定

4-1　干渉じまの端数のよみとb

NRIJM一津上ブロックゲージ干渉計を例にとると､この干渉計での干渉じまの端数のよ

みとbは光学くさびの移動蓮即ちねじの回転角から端数をよみとる｡

4 -- 2　　温度の測Jq

銅-コノスタンタン熱唱対を用いて､基準温度とゲ-ノ温度と#-による熱起電力から求

める｡

基準温度計との温度裏を枚流計のフレから読みとるG測定方式紘第4-1回の上うであも
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第4-1図

水をみたした　法ビンの中UF:試験管7:a:立てる｡

基準温度計の水銀ための球部に熱電対の鞍点をかるく結びつけて試験管に入れ､液状ノl'ラ

フインをみたす｡熱竃対の他の鮭点をゲージの表面に療擬させる｡起電圧は切換スイッチを

通して検流計で読みとるD抵抗器は蛎計に舘界掛倒を与えるためのものであるo熟竃対の

雨鞍点に正確を温度差を与えて換統計のプレをランプスケール上で校正しておけば､基準温

腰計とプレの読みからゲージの温度を知るととが出来る0

4-3　空気の諸元の測定

空気の温度の測定はゲージ側の光路が近くにおかれた水銀温度計で行う｡気圧は普通のフ

ォルクン型の気圧計で測定し､水銀の温腔の補正を行うo水蒸気の分圧の跳定は7スマン温

度計の読みから求める｡湿度計は始動してから約5分後に読むめが適当である｡

炭酸ガスの含有率は炭酸ガス定量器を用いれば測定出来るが､補正豊は一般に大きく互い

ので省略される0

4-4　ベースプレートの遅いによる補正値の測定

ベースプレートの材質.仕上げ面の状態がブロックゲージと異る時は誤差を生ずるので､

この誤差を補正する必要があるQ誤差を求めるには第4-2匡iのような補助ゲージを用いる

方法を採用

[琶~''
補助ゲージはブロックゲージと同材質､同一表面状態のゲージで僻がブロックゲージよbや　ノ

や小さく5rmlX5mrn程度のものである｡測定方."圭は先ず補助ゲージをブロックゲージの測
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定面に密斎して､その長盲を絶対測定するQ次に補助ゲージをベースプレート面に密着して

その長さを絶対測定する.最初の測定では補助ゲージの正しい長音が求まb､第2の測定で

はベースプレートの遵V,による誤差を含む測定値が得られるので､ 2つの測定値の差から補

正値が求まるoベースプレートとブロックゲージ仕表面状態が同じであるから､ブロックゲ

ージの絶対測定V)結果にこa)補正を加えればよV,わけであるo

5.測定値の処理

5-1干渉じまの測定値

干渉じ寸の端数の測定値からゲージの寸法誤差を求めるには測定の原理である合致法を用

レ1る｡水銀ランプの黄､録､紫の3本V)スペクトル線を用いて､ 100mmのゲージを剃足

した場合を第5- 1表に示すむ各波崖について実測された端数を､波責から計算された100

mrnの干渉じ-まの端数値を､それら'D差e-e｡ -e'が計算されれば整数部分N-No推

第5-1図の様に決定される｡但し､ E'が負になる様な時はこれに1を加へ､正の数にし

て顧b扱うo

範5-1衷

b F=-巧｢) 没��l~ E′(=-古o) 披ﾇｳﾔ襁踐ｨ�$ﾆﾂ���

:77畜忘 簸｣������+0.421r-0.579) 白���蔦��ﾂ�-OA58JJm 

ls;h:7--4～ー 膝r�ﾆ��3��+0_236(-0.764) 棉���-0_482〃m 

蔓匪｣ ��3���S2�T +0,814(-0.186) 憧ﾓ"�1 ト0.477〝m ･ヾ 

一つの基準線Lをと9､各波長に対して波長に比例するようそ､目盛bを入れる｡その場

合Lとその右側i')約1巨】盛bとの間隔に比eL石とるC

このような作図を各波長について契施すると､ L'のところで合致してし､ることがわかる｡

この凶の場合N'の整数部分紘一1､ -1､ 12である｡ L'がLの左側にある時が負で

黄色の波長のこの場合の寸法誤差△L比
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△L- it(N-N｡)十(e-eo))

-o･290((-1)十ト0･579)∫

ニー0.458(〝m)

5-2　温度の測定値

温度の測定値から補正値を求める場合は測定値から2 0　oCを減じ､それに熱膨張係数と

ゲージの籍等を掛けて､符号を変えればエho

5-3　空気諸元の測定値

光の波長は通過する空気の屈折率によって変化するo通常使われる波長の構度で空気の屈

折率に影響を与えるのは､温f:sIEf､気圧､水蒸旺及び炭酸ガスの含有車ごあるo

頗準波長を求めるための頗準状態は=業的には温度2 0　0C､気圧7 6 0mrnHg､水蒸

気圧1 0mmHg､炭酸ガス含有率0.0 3%の場合を採用しているo従って測定時の状態が

これと異る場合には､その差に応じた補正を行わなければ怒らをい.即ち､屈切輩の変化に

よる補正値を求めるには補正率にゲージの長さを掛ければ得られる0

補正率は次の如く与えられる｡

補iE率-〔(0,93310.003(トー20)) (t-20)-0.360rP-760)

+o･050(ー10ト0･015(汰-3.)〕×106

t ;摂氏であらわした温度

P及びf ; rflmli g単位の気圧及び水蒸気分圧

k i 0.0 1%単位であらわした炭頗ガスの含水率

この式を用いればよいわけであるが､気圧を0　°Cの水銀柱に換算し､湿度計の読みを水

蒸気圧に換耳してかかねはそらない｡

それぞれの測定値から､上式で補正濃を計算するにはかをb手数と時間がかかるので､こ

れらを容易に行うための計算尺が考案孝れてVlる｡

温度計､気圧計､及び水銀温度､湿度計の乾球及び撞球等の読みから直接測定する長さに

対する補正値の割合､即ち､補正率を計算することが山来る構造となっているので､それを

使うのが最も便利である0

5-4　干渉計のコリメ-シヲンa)不完全さによる誤差

式( 2-4)の幽係は霧2-1回のコリメークによる平行光線が完全なものとしたときに

成立する｡しかし､契際に拭充分な明るさをうるため､コリメークのど/ホールは有限モ大

きさを使うので､斜光髄の影響が入b､一般に短かく測られる｡



(b) ( C)

約5-2図　　干渉計のコリメーク

5-4- 1　　ピンホールの中山が光軸からはずれるときの誤差

5-2区【a)にかいて､ピンホールの0点とレンズの中心を通る光線がベースプレート面に

垂直に入射するものとする｡

t=･yホールの中心を(b)､ (C昨示すように0′　としT671 -S､ L,ンズの魚魚距離をfとす

れば､ゲージは

･L1-号(i)2　　　(-1)

だけ短かく測られることが理論的に知られている｡この関係はfに比べビンホールの寸法が

微小を範囲で成立する｡

5-4-2　　ピンホールが有限の大きさであるための誤差

ビンホーJt,粥b)に示すようL'r_鷹径dの円形のとき壮

･L2-意(÷)2

又､ (qのようた長方形'jj場合紘

L a2　+b28L3=¥･
戸

だけ短かく測られる｡

(5-2)

(5-3)

又､ピンホールの大きさが有限であることは波長幅と同じようT{干渉じ寸の鮮明度の低下の

原因になるo光路差の増大とともに､又,ビンホ-ルの大き:･Tが大きくなるにつれて鮮明度

の低IFが壮なはだしく75:る｡

5-5　　ベ-スプレートによる補正値

ベースプレートの材質､仕上げ面の状態がブロックゲージと異るときは誤差を生ずる.

実際にはべ-スプレートにはガラスや溶融石英が使われることが多いので､この誤差を補

正する必要がある｡

5-6　　決　　定　　値

干渉じせ測JLliIから求のた寸法誤差に熱膨張補正,屈折率補正､スリット補正､位相差を加

えて正しい寸法､即ち決定値が求められるわけである｡

決定値V)1例を第5-2表に示すo
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第5-2表

測定条件;

ゲージ温度

空気温度

気圧計

気圧計温度

乾球　〝

湿球　〝

決　建　値;

干渉次数補iE

熱　膨　張〝

屈　折　幸′′

スリ　ット　〝

位　相　差

決　定　値

6.む　す　ぴ

19.899　0C

19.930　PC

757.6nlmLig

200 oC

20.0　●C

16.0 oC

-0.4 58/Lnl( 5-1 ･干渉じせ測定値の項参照)

+0.ll 6〝m

+0.209〟m

+0050JL m

辛)_+0.0 4 4 JL_TP"｢

-0.039FL nl

以上､光波干渉法に､よるブロックゲージの測定の1方法について述べた｡絶対測定は比戟測定

に比べ､はるかに複椎で測達器を充分管理するだけでなく､測定値の処理技術及び熱練した測走

者によら7Eければ優れた精度は期待出来ないC

測定誤差の大きIj5:諾因としては次'J)ようをものがあげられよう｡

6-1

今･線膨張序数を温度に無別系と考え､それをd身'､剰定時の温度をt oC､長さをL

20 JCのときの長さをL20とすれば

L-L2011+C/(t-20)I

L-L20は誤差である｡

これを△Lとすれば

△L≒α･L･(t-20)

微分すると

a (△L)
=( t-20)8a+a8　t

L

となる.

従ってC(を正確に知らをVlで測定するときには測定温度と( 2 OとO.1 ) oC､温度の測

定粗宴を±0.Ol degにしないと1×10~7の精度は得られない｡又.同一の精度での

測定には､環いものほど温度測定の精度の必要T=ことがわかる｡
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6-2

光源ランプの各色の波技で長さ(△L )の算出を読みれば､その中に必ず各波長に共通を

1つの胎が見出されるが､実際問題として托その測定柄度の不足､光源ランプの性質の鹿田

から､合致が啓く､合致位鑑の決定が雑かしい場合が､しばしばかこるので予備測定の精度

を高めたb､使用する光源ランプを変えたDして合致位隆をIE確にする必要があろう｡

かわりに､こur)ブロックゲ-l}uT)到達技術は､充分な経験と解析にもとずいた上で習得し女も

のでモいために引用文献の解釈において誤解があbましたら御容赦いただきたいo

多くの資料を提供して下さった計塵研究所の桜井約1部長以下数名の方々に深謝の意を表すも

参　考　文　献

精機学会､計測自動制御学会､工業測定便覧(昭3 9 )

桜井　　機械学会誌　第68番　第552号(1965)

&'井　　精密=学講座却-4　(昭33)

桜井･清野　　計量研究所所報　窮15巻第3号(1966)

桜井以下数名　　機械の研究　第17巻　第2号-第9号(1965)

桜井　　績織の研究　第19巻　第4号　r1967)
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3-3　鋳造所の実態調査をらぴに技術指導について

滋賀県立機械金属工業指導所

技　師　　　河　　崎　　勲

甘　え　が　き

滋賀県下の鋳鉄鋳物工場は､組数2 5社程度がノてルブコックの集団生産地を形成している彦根

地区を中心として湖南､湖東､湖北の各地故にわたっで事業を行なってVlる.

主力製品は/(ルブコック関係の鋳鉄品にエb占められているが､その他一般機械用鋳物､車軸

部品弼凱内燃機関用鋳鉄等の生産も行な-'てLJ,る｡鋳造専業者は少なく､かつ一社を除き､鋳

造関係従業員3 0人以下の小規模な事績所であるが､大部分の事業所において蕗畠技術､鋳造=

場の合理化,機披化､作業=程の改善等に指導と援助を必要としている実情であるo

この事例はN鋳造所の依頼によb昭和4 0年度に行たった調査で鋳造作業の実態と改善のため

の指針とすべき､具体例につhて報告する.

1. N社の現況

(1)従業員

鋳造蘭係者 �#Ykﾂ�

仕上 迭�

機械加工 途�

その他 �2�

計 鼎�kﾂ�

(2)主たる製品ならびに生産量

内燃機関部品 ��泳y/(､)YIV��

輸送機部品 �59u亢�､)YIV��

電気撞抗用鋳鉄 ��

･月産(製品重患) 都�簽��F��

1品当りの重畳 ���ｶx決屬�

(31溶解炉

冷風キA-ポラ　　　　前炉なし

能　力　　　　　　　　l ton/hr

(4)鋳物砂､造型法

山砂を主とし､ -溺机砂等はべ/トナイト,珪砂にて補強

大部分生砂型､無芯物､一部造型機使用
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(5)設備､機械

第1回は鋳造工場の概略図である｡そV)他別棟機械=場では旋盤､フライス盤､ポール盤

等にて鋳造品の簡単を機械加=も行をっている｡

2.調査結果

鋳選作業の実態をらぴに鋳造品について4回にわたって訊壷､測定を行在ったo結果は次の

とJJllbである｡

(I)鋳造作業の実態

現楊作業は午前中型込､午后鋳込と72ってLLJ,る｡

電気抵抗用鋳鉄は苗Si r 3.5-7.5%S i )系でかつ鋳込温度が苗いためキューポラが

最も好調をとき､すたわち初湯后1-2拝封筒のところで鋳込を行なっているo

このため電気･汗杭用鋳鉄込の前后に鋳込まれる機械部晶は高S iの否湯が混入して軟鋳鉄

とをb易く､実際作塁上では電気抵抗j=7]鋳鉄の前后の溶湯を1 0 0Kg以上給湯を行そって混

入を防止しているが高S iの溶湯が混入したと思われる鋳造品が少なくなVlo

(2)出湯温度

光高温度計を用いて炉紳てて測定した潜稀初期のLti湯温僕を第2図より第5区版示す.鋳

造品全体が1 0K戸出.下の小物品であbかつ薄肉鋳物が多いため鋳込温度を青くする必要から

出湯温度1,5 3 0　oC以上を目顔としてVlるがu摘開始后30m i r1位経過しか1れば､日

標の温度に到達しをhoキューポラおよび操業方痕のいず･,l･にも起因する.初期出済温度の

低下を防ぐことが困難たため､初込コークスを多くし､コ-クス比を15以上と高くとb夜

がら温度低下による初期の溶湯を鋳込む適当を製品がなく､ 2 0 0-3 00K夢の姶浜によb

Lのレ､でいる｡

(3)試験結果

ア　試験片の採取

第6軌ま電気抵抗用鋳込を行なっているFC 1 5の鋳造品の見取図であるゥ鋳型の略図

を第7回に示す.緊際の作業上では霜S iの溶港が浪人したか否かの判定は製品の音響検

査により行をっている｡

試験片はこのときの溶教を3 0mm 4,の試験棒に鋳込み以下の訊漁に供したo製品の鋳

込温度は1,400　oC～1,450 `つCであったが試験片の鋳込温度は1,350　OCとし私

参考のためFC 2 0の溶縁についても同様に試験片を採仮した｡

イ　棟被試験結果

採顎試験片性杭折試験ののち､ JIS Z　2202　8　号試験片に仕上げて抗張力

試験を行そった｡

結果を約1表に示す｡
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第1表　　機械試験成績

蚕1-jコ=三二二
J%.3_1 T　"

∴~∴一日∴=

抗張力　i杭折力l　ク　ワ　ミl　タ　カ　サ

Kp/mrrP i Kタ　　i　　祈兎

1 4　　　　…　843　　　L　　　7_5

1 7　　　　j　903　　　L R5

12　1 601 ｣　810 I l14

18　　　　ぎ　970　　r　　　8.0　1 1 70

2 1　　　F　998　　!　　6.0 I 183

800　　1　　7.0 F　1 79

ウ　化学分析結果

採額試片の化学分析結果を第2蓑に示すo

第2衰　　化学分析結果

記号i材L質 僂% 俐�6坦�Mn% ��R�S5g 

JIG.1FC15 ｢一一.---一一+一一---- l Jra2-1〝 �3-51il.81 �0.69 i �����������b���

3二竺⊥1.77 �- �"uEBﾗ$綴��

J佑2-2〝 �3.442,22 �- 面"ﾒﾒﾔ辻�

I Jra3-1l〟 �3.57 ��經"�- 粉ﾖ��?�?�ﾉ?�ﾖﾂvﾇ闔ｨ耳爾�

ノra3-2 播3#��3.45 白經b�1 

Jrn4 播3�R�3▲55 ��纉R�0.95 亦�B�､���b���

エ　顕微鏡組織

採取試験片のうちjfil､ Jli3-1､ 463-2､について顕微鏡観察を行ない､黒糸組織

生地の状態を調べたo写真1- 1 0に示す｡

3.考察ならびに指摘率讃

鋳造品の不良の原因を調査するについて､形状不良鋳込欠陥による不良以外に､明瞭を材質

不良によるものが多r^ことに留意して今回はこれによる不良品減少に重点をおいて行在った｡

例示晶は鋳造時に高S iの溶湯が混入し易く､採版試験片にてもJli2 - 2につしへては機械試験

･化学試験の結果において､明白そる如く高S iに上る材質不良であるoまたFC20の溶湯
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を鋳込んだときあるV,壮鋳込温度が低下したときは薄肉部先端にチルを生じて加=困難とモa

不良品増加の原因となっている｡

電宋抵抗用鋳鉄を鋳造している関係から装入材料の管理は行なわれている､しかし不良品

捨湯等が返少鉄として使われこの使用率が高vl( 5 0%に達する)ためS i量の異なった返b

鉄の管理には限度があれ　この点も材質不良の原因の一つをなしてhる

キエボラは旧式で熱効率の良くなVl炉であるが高温溶解の必要からコークス比を1 5以上と

高くとっているC初勝や材質の変るときは給湯を行なっているがこれは溶解重畳に対する製品

比率の低下となb高いコークス比と共にコスト高の原因となっている｡

4.緒　　言

今回の調査によりN鋳造所にかいて､改善を必要とする点を挙げると､次のとおbである｡

(1)電気抵抗用鋳鉄の分離

現在多岐にわたっている鋳造品の材質を穀理して材質に上る不良を防止すること｡可柁な

らば電気抵抗用鋳鉄については材料溶解等を他の機械部品鋳鉄と分離して操業することがの

ぞましレゝ.

(2)キェIf-ラの坂換え

現在使用しているキュポラは老旧化し､かつ熱効蜜も恵いため新穀キュポラ設唐の計画

を作るとともに､現在の作業員に比してキュポラV)能力が小さすぎると思われるので､新設

に当っては溶解鵡力2 t o ∩/h r山上のキュポヲとすることがのぞまLhQまた製品l個

当りの重量についても現在壮小物部品に限られてVlるが､次第に大型化して作業員1人当り

の製品重貴の増加をはかるべきである｡

(3)製品峯の増加

初湯､材質の変b目モどに行なわれている給湯は多h時は1日l I o nにも連している｡

これを適当を鋳造品として製品化することに上b 〝製品重畳/溶解重畳〝の増加をはかbコ

ストの低減に努力すべきであるo

-28-

第1図　　N鋳造所鋳造工場見額図

kW-I -I--------　約14m

第2図　.46. 1出蕗温度

約6rTT~~--.- ＼ミ

き8m　-l･--…洋　苔4m

製品置場

伝,･= -I-一-｣勺8rrL
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窮5回 /6, 4.LB蔽温度

第3図　　Jq,12出湯温度

第4図　J略3出湯温度

0　　　1 0　　　20　　30　　　40　　　50　　　α)　　70　　　80　　　90

時　間　(分)
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第6図　鋳造品の1例

第7回　鋳型の1例

1　鋳造品　　2　湯　道　　3　湯　口

4　　鋳　枠　　5　　生　砂
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4　撒･貞　研　修

4-1　長期研修､事例研修

場　　　　　　所

7月～12月I瀬渦　中′ト企業指導

菜研修所経営研修所

計量研究所

東京郡　豊忠霊警璽讐

4-2　　講習会､研究会

6.13　至　近=遵機金属部会

三三｣　CO2　研究会
【

7.25 !電子頗徴鎌技術辞習会
1

827 i co2　研究会
1

9. 5 !公害対策研究会
-　　I1　　　　　　　　-- ---

日東鋳物協会講演会

I 0.2 3　3　近工連精密測定班研J牝会

10.27　室　CO2　研究会

I l･壬63凋.1柑分析技術共同研究検討会

回分析技術講習会

･211160至溶接鮒講習会

スノ｣スコープ栄樹習

かたさ棲準統一に鴎する研究会

斗空空撃讐竺竺撃
31.I T-

毎月1回 技術研究会

項　　　自

中′ト企業技術指導員
善成課程研修

昭和4 2年度串

!東大阪市　ど　妨鹿係長
_j　　　　　__　__　　　　L-_~　~　　一一~一一一1

大　阪　市　皇　立花所長

帥';即時i河言ー｣き.県-市

千葉一県 俚):�ｵｨ蹣D��

東京都 �(h�(ｵｨ蹣D��

十 ��� 
河崎技師 

大阪市 ��I62ﾘｵｨ蹌�

I �9i&��森技術 樋口技術補 

-⊥仙叫一一⊥ 

-33-



4-3　学　会･部　会

4.24 i　公害対策連絡会鼓

㌃｢妄言~連化学部会

■-1--i-ll--･1Iト[.

技術者研修抑当者会読
_ I-I--I-一一--一一一-一一一一一- -■一一L--一一一一-~

第3 6Flli近工連樺械金属部会

-- il,;一: I-:--II:-I ∴

10. 4!近工連技術連絡会義

. "亘~-tl一言∴∵言-:'.日本鋳物協会講演会10･i畠;日本即'''J即

一---- -一一一一一一一一一一一･一一-■･▼一一一　　　　一~

大　阪　市

佐　賀　県

神　戸　市

京　郡　市

福　井　県

大　阪　市

立花　所長

布　施　主査

坊農　係環

〟

河　嘩　技師

席　施　主査

立花　所長

崖市　t　　　〝

5　新設,建物及び機器

(昭和4 2年度日米自転-興会の補助を得て設備せるもの)

._I__-メ-.----一一一一一-I-.----.--T-L 剏o費 補助金自己負担額計 

L㌦補助対誓竺--療芸を芸穀 912胡3.160千円 �4,072m 

研究室渡b廊下守建- _一._I.一■■-一･一.--■一一一■一一一一一■一■一 受電増景設備工事 假96I�ﾙOXﾇR�ﾕ�孰ﾕ���ﾙOYN��_...･._･.._⊥ 418 ��ﾃ#Sr�1,675 

1.000 ��ﾃ�3��2.039 

戸誓垂の恒温聖芸濃工事 
訴入費 �"ﾃ33��5,456 380 途ﾃsッ�cSS��

r蒜装置の竿人 柄訳)ス小一スコープ1台 1ポテンツオスタット1台 ‡-自動クーロン滴定装藍1台 i高速旋盤1台 I �3.270 偵"�ピ3b�I i 14336 

･A計 ltコ �5.600,1'. I_㌔_1__一一｣ 

篭養董嚢

6　　規　　　模

所　在　地　　滋賀県彦根市岡町52番地　TEL彦根(07492-2-2325 )

郵便番号5 2 2　　　滋賀県立機械金屑工業指導所

土　　　地　　3･400.68　㌔

建　　　物

木　種　　567.53m' (様式鉄筋コンクリート補強ブロック平屋)

別　館　　348.42m2　(　〝　　　　　　　　〝　　　　　　)

/′二階及び渡b廊下　13954r㌔　(　　〝　　　　　　　　〝　　)

倉　庫　　　54.72m2　(〝　コンクリートブロック平屋トタン屋根)

所員公舎　　59.66mB　(〝　LGSプレ-ブ平屋建)

建坪総計　1,I 69,87m2

?　人　　　員

一二､､音-聖＼ご 凉�R�白�H益$��ー 技師禰 白��H,ﾉ�ﾂ�l I 言† 

事務'.技術 

所環 ��1 �� ��1 

庶務係 �"� �� ���3 
-r~誓-一重 導卜冶 係r｢｢~q学 ��2 白� 亦�ﾆﾂ�3_ 

3 ��2 ��5 

1 ��2 ��3 

ー �2� ��1 釘�

2 ���� 釘�I i3 ����
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8　　組

所　長-----I

織

---庶務係------

T企画室

ー機械部

-･-1冶金部

く-化学部

i

∫

ー庶執･会計･人事

指導企画

講習会･見学会の計画

備付機械器具の使用に関すること

試験成績表の交付

網放試験室･機械加工技術

測定技術

材料試験･非破壊試験

ノダポーラ加=

鋳造技術･寺物砂試験

L　熟処和噛･金属顕微鏡組級検査

′｣-I
化学分析･機器分析

発光分光分析･燃料分析

公害分析
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9　予算及び決算

9-1　歳　　入

使用料及
手　数　料

I I-:TIニー:?IIL:I.-{ -_;- I.:=l;-I--I ,Ll.;-IIT;5

4.393.635

4.003.000 4.393,635

｢~~-ー 亢�､(ｾ��苻ｼh輦�;��韋ﾋ�詹�I{��上003.000 �(ﾋ韋�bﾒﾓ3R�

財産収入 �� ��ト28.000 �#づ塔��

材産運用収入 i ��I ��偵����19.488 

財産貸付収入 ��19.000 ��偵Cモ�
~~〟~｢ 侈xﾏh･��19.000 ��偵Cモ�

!財産売払収入 ��I I 湯�����9.492 

物品売払収入 �9.000 湯ﾃC�"�

I 儻9w�V僣IZR��?ﾂ�9.000 湯紊�"���

諸収入 辻� ����山一■r--ー- i 0! __､_一._I_～158-347 ol58.347 

稚入 � 

稚入 ��0 鉄づ3Cr�

電気税 還付付金 ���58,347 

使用料及 手数料 �� ��0 田c��

手数料 ��l ���6_壁_. 

錦工手数料 ��･0 田c��

｢d 白�my�駅hﾎ｢�0 l 田c��
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9-2　　歳　　出

'　　款

商　工　費

I.鉱業費 機械金属二選言
指導所封

!報慣費

伝一一-~~-I費

と一軍_旦__旦_

十･'く　丁.,

.翻- L･.,i.),T;

備品潜入紫

～～____ __,IーL__ I

通信運撫費

職員手当　…宿口
L-　r　~･.'~ ~~　---~･■-J-J IT-'L--1'■-■■･.･■

･' !1日'工.

褒　　金一蔓
1-- -･-　-一一--I-+　-　-一･

報　償　費j'

[

1

言慧七慧盲-3
叫-~~I '坤~ー｢~}~M~ ~~▲J-~~'

608.000 i　607.901
1

72T9-TOT i-270品0-
~~-ー……~~~｢叫~--~~ ~ I

97.000 1　98.901
m__ +一･･･.〉十一,_ ∵_･. __　.

=51H=)U. _:-)こ!00｡

H"iO_Q旦｣ _ L_19"0 _0
1

10･000 ;  10･000
A ～- 1.I-､~~L-　~-~~　ー~~T　　一一~- ■ - -~･.`~　~　　L--L. rl

333.000い3.3.000

竺竺竺上竺:1233
r

222.000ミ　218.160

役　務　戴

29000

400.000

33.000

539.000

269.000

145,000

75
00

02m-
...~t.-.1....ll.-｣

5. l　7,0.

107,0001 106,997
---- -･-十-一-一一一･･････.･.･･･ -- -

128,000: 127,900
~J--~.-■　"一一一一.`｢~~小目朴.~~　~　-~N I-J H~-~~　　　-~

光熱水食i 1,132,0001 1,071,931
-- -- ~一一一一~-十一一---一一一一十-一一ー1-11･･

修　繕　料i　488.0001　487.960
I　_-..__._ー∴　_ .I_～_-I Ii___　_-__　___　"

1 275.000i　271.980
L

r

通f言運搬幾 148.000…　148.I)00

一一-.一一一一1-.-一一　　-I-I-∫--　--.一一■■■~-I　~l-　-I

I

127.000 ≡
-十一一空16=9--8-9

9,00O i　　8,890

237,000;　236,995
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1　ぐ

dE:拾

ト　=　トー　_　l

10　主　要　設　備

品　　　　　　　名

旋

00　r7,063.980

00 1　9,200

電子管式万柁材料試験機【島津製　REH型　30t
l

-.-　　　　　　　--　　　　　-　　　　-一　一一　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　--　　　　　　　~-一一

シヤルビー衛寒試験概

プ- I lj一丁=-一首五TilKL二--I---I
日由圧手動式500-3tO OOKg

｢｢ー

シ　　ョ　　ア　ー　硬　度　計

金　属　摩　耗　試　験　機

工　井　用　Ⅹ　線　探　傷　機

高　周　涯　誘　導　電　気　炉

電　気　マ　ツ　　フ　ル　炉

浸　　炭　　窒　　　化　　炉

鋳　物　砂　試　験　機

万　純　微　塵　定　量分　析装置

自　記　ポ　ー　ラ　ロ　グ　ラ　フ

分　　光　　分　　析　　装　　慣

工　　具　　顕　　微　　　鏡

組　　頭　　粗　　　度　　計

アムスラー型万能材料試験機

ア　イ　ゾ　ット　衝撃試験機

ロ　ッ　ク　ウ　ェ　ル　硬　度

ピ　ッ　カ　ー　ス　硬　度

疲　　労　　　試　　験　　機

D　型

西原式EE縮甫嶺　0-2 50K7

200KV PP5　mA

HM-35　steel s/40rrlin

F-14型　13kW

950-1,000　0C　200×500×150

粘土分　通気性　万能強弱 水分

CM-21,%f･I_　検体盈2-5 TTq

P12型　交流ポーラログラフ装置付

氏-170型　2.000-8,000　oA

横軸　25mm

福島式H F塑

75RF m

荷豊100-150Kp

荷畳5-5 0Eg

小野式景大曲ゲモーメント　8 00K7-m

-.'9-



‡万　能
) ...._

金　属　顕　微　鏡

金　属　試　片　研　磨　擁

高周波連続移動焼入装置

テ　　/　　JI　　　　　　　炉

焼　　入　　性　　試　　験　　機

ロ　ータ　ップ試験用這栂飾　器

断　　熱　　熱　　　遣　　　計

*'　ス　　分　　析　　装　　置

㍗ Ii　　メ　　ー　　タ　　-

鉄鋼中のC ･ S莞量分析装店主

ブ　　ロ　　ッ　　ク　　ゲ　　ー　　ジ

照　　射　　測　　徴　　　計

ソ　ル　ト　バ　ス　電　気　炉

RME型×40-2.400

一連式直径180m/m　3校変速

披処理最大貫首　500m/m　径30rr)/Tn

600　0C　200×200×300

ジヨ　ミニー

12歯科　1/4肝

燃研式　改良B型

OC～120当里

硝子電極　HM-5A型

47. 76. 103個組R頼

FPJS-30KW　　900　cc

: ∴m皿γmiiiiiiiiiiiiiiiin扇面面河ii覇

ポ　テ　ン　ツ　オ　ス　タ　ッ　ト　i
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所　　　　長,_

qJ- .け･序　fこ

土　　　　　車

用　横　顔

指　導　係長

主　　　　査

鼓　　　　的

〝

一′

〝

〃　　〃

禰

〃　折　〃　〃　〃

績

立　替　馬　塚　坊　布　藤　森　河　上　辻　斉　古　西　中　樋　佐 . I.1　施　し1-輿

施　井　　　崎　田　　　田　野　川　山　口

J～.　　舜
1　.<･

総　架

諺

太　太修　佳

勝　敏

成　久　雄　明　康　勝　英

郎　郎　柄　弘　車　軸　甲一男　介　義　宏　之　司　夫

11　曜


